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定量調査とSNSデータの
ベストミックスに関するPOV
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ソーシャルリスニングによる分析結果の深化と拡張

自発的なSNS投稿には、生活文脈に根差したリアリティがあります。
これらを定量調査と組み合わせることで、リサーチの新たな可能性が広がります。

子供おもてなし旅行の１回目の食事は子供達希望のマクドナルド‼️

コロナで店内で食べてなかったから末っ子産まれてから初めて家族で店内で食べた😍
それだけて何か楽しかった✨
席に座って追加商品をネット注文したら持ってきてくれてとっても楽ちんだった☆
新ナゲットは最高のおつまみ✨
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ソーシャルリスニングによる分析結果の深化と拡張

SNS内での自発的な発言・会話は、消費者意識の写し鏡です
データサイエンスとエスノグラフィを融合させることでインサイトを見つけます

「大量データを正しく扱う」「定量的な傾向・変
化を理解」するためのデータサイエンスと、デー
タの裏にある「人々の心理と行動」を個別の投
稿から読み取るエスノグラフィがソーシャルリス
ニングで重要なことです。

【定量】
データサイエンス

【定性】
エスノグラフィ

消費者からの「自発的な」発言・会話を抽出することで、植物肉
関する人々の関心度の変化や、植物肉への認知、態度、心理、
行動を捉えることができます。

データの1つ1つを生み出している投
稿には、人々の心理や行動が描か
れています。

データの1つ1つを生み出している投
稿には、人々の心理や行動が描か
れています。

ソーシャルリスニング
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ソーシャルリスニングによる分析結果の深化と拡張

Ipsosのデジタルエスノグラフィー手法
インサイト理解のために「意味のある投稿」を見つけ出し、SNS上の日常会話からインサイトを洞察する技術体系があります

トップダウン
アプローチ

長年の消費者分析で実証された
INSIGHT FRAMEWORKに

基づいたフレーム
ワークベースのアプローチ。

分析フレームワークを
入り口として詳細に

データへ切り込んでいく
方法は、比較的少数で

あっても消費者を理解する
ために重要な要素を取りこぼさな

いために必須です。

最新の機械学習アルゴリ
ズム（自然言語処理）
を活用するてテキストマイ
ニングアプローチ。

人為的なバイアスを一切
排除し、データセット全体
に自然に存在する会話の
トピックをクラスター化し、
サイズを決定します。

ボトムアップ
アプローチ

Analytical
Frameworks

Topics

Social data Social Data

分析フレームワークからの
消費者の認知、態度、
行動に関する発見

テキストマイニングからの消
費者の認知、態度、行動
に関する発見

ニーズ構造 センシディアム

カルチャーツリー ハビットホイール

• 消費者の持つニーズ構造のレイ
ヤー構造

• 消費行動へのモチベーションの
類型化

• 人々がある行動・習慣を受容す
る際の必須要素

• 人々がある行動を習慣化すると
きの行動原則とその構造

膨大なビッグデータ（SNSデータ）から、本当に注目するべき発言にたどり着くIpsos独自のアプローチ エスノグラフィ・定性調査のテクニックを応用した分析フレームワーク

Have Needs

Do Needs

Be Needs
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ソーシャルリスニングによる分析結果の深化と拡張

サーベイにソーシャルリスニングを重ね合わせることで、
さらに深く・より広い視点での分析結果を得ることができます

サーベイ ソーシャル
リスニング

【ソーシャルリスニングのユニークな特長】
✓パネルバイアス、調査バイアスの外側にあるリアルを見れる
✓記憶から抜け落ちてしまう体験、記憶の塗り替えを受けないリ
アリティの補完

【ソーシャルリスニングでサーベイを強化】
✓定量での聴取内容のコンテキストの深堀
✓数字の裏にある消費シーン、オケージョン、心理、行
動、ニュアンスを肉付けすることによる解像度アップ

【サーベイだから実現可能な特長】
✓調査の根幹部分
✓市場代表性のある絶対値を測定することができる
✓定量的で高度な解析
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ソーシャルリスニングによる分析結果の深化と拡張

ソーシャルリスニングがサーベイの価値を拡大できる３つの分析

• ①高解像度化分析

• ハイレゾ分析

この結果を
どう解釈すればいいのかな？

に答える

• ②想定外理由分析

• バックサイト分析

どうして
こんな数字になったんだろう？

に答える

• ③視点拡張分析

• ミッシング分析

これで全部
カバーできている？

に答える
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ソーシャルリスニングによる分析結果の深化と拡張

高解像度化分析

【どんな問いに答えるものか】

• この結果をどう解釈すればいいのかな？に答
える

【サーベイへの効果】

• 定量の結果に対して、定性的な肉付けを行
う

• 数字が意味することをより高い解像度で理
解し、インプリケーションやレコメンデーションを
深く、具体的な内容に拡充することができる

【分析イメージ】

① 定量結果から重要な指標を特定

② 当該指標と同じ意味をもつSNS投稿を定
性的に深堀り分析（シーン、オケージョン、
行動、心理など）

③ 定量結果と複合してインプリを深める
Aのブランド力向上のために「本格感」を
さらに強化・訴求していきましょう！

定量調査の結果、Aのブランド力強化のためには、
「本格感」が重要な要素であることが確認された。

レコメン

定量サーベイとソーシャルリスニングを
組み合わせる流れ

Aのブランド力向上のためには「本格感」が重
要です。
消費者はAの本格感を〇〇な場面で、△△
な点から感じている様子が見られるので、今
後のコミュニケーションでは、〇〇なオケージョ
ン訴求で△△を前面に出したメッセージが重
要になっていくと考えられます。

ふむふむ、「本格感」といっても
こういう種類の本格感ね。
こんなシーンでこんな形で本格
感を感じているので、こんな要
素が大事になるんだな。

定量サーベイのみでの流れ

レコメン

「本格感」を感じている投稿
をソーシャルリスニングで定性
的に分析



[ 8 ]

ソーシャルリスニングによる分析結果の深化と拡張

想定外理由分析

【どんな問いに答えるものか】

• どうしてこんな数字になったんだろう？に答え
る

【サーベイへの効果】

• 定量調査で想定外の変化、傾向、特徴が
発覚したが、聴取した他項目からは納得感
のある説明が出来ない場合

• SNSデータから上記の説明変数を特定し、
想定外の動きの理由を明確化する

【分析イメージ】

① SNSデータから探索的に様々な変数を生
成し、想定外の動きと因果関係が推論でき
るものを特定

② 定量の結果とSNSデータ分析を組み合わ
せることで、想定外の動きの裏で何がおきて
いたのかを分析

定量調査の結果から、想定していなかった/明確
な説明が難しい結果が出た。

膨大なSNSデータを探索的に分析することで、想
定外の定量結果の原因になった消費者の意識や
行動の変化や特徴を捉える

定量調査の結果と、SNSデータを「消費者の心
理と行動」の理解という視点で融合して分析

探索的データ分析

仮説と検証

予想外の動きを示す
定量調査

SNSデータ

定量×SNSデータ（消費者の意識と行動に注目したもの）の複合的な分析



[ 9 ]

ソーシャルリスニングによる分析結果の深化と拡張

視点拡張分析

【どんな問いに答えるものか】

• これで全部カバーできている？に答える

【サーベイへの効果】

• 市場の変化が激しい今、今まで使っていた
設問内容、聴取項目で市場の実態を正確
にカバーしているのか確証が持てない

• SNSから見える膨大な消費者のエピドートを
調査票に反映し、より網羅的な視点で調査
票設計が可能になる。

【分析イメージ】

① 定量調査設計と同じテーマで、SNSから広
範囲の投稿・会話・写真を収集

② 既存の調査票内容とSNSから見える生活
実態の「差分」に注目し、調査票で捉えら
れていない消費実態、消費者意識・行動
を分析する

サーベイ ソーシャル
リスニング

SNSを分析すると、こんな消費行
動とかこんな発言がけっこう出てくる。
設問にこれを加えた方がいいし、選
択肢もこうした方がいいかも。

サーベイと同じテーマの発言・会話をSNS
から収集し、サーベイとの差分を抽出

SNSから見えた新しい実態・心
理・行動や、想定していなかった要
素を調査設計や選択肢に反映

サーベイの差分の中にどんな心理、ニーズ、行
動、習慣があるのかを定性的に分析
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